


(ア)(イ)の答え：大きい・変わらない・小さい

(ウ)(エ)の答え：強く光る・変わらない・弱く光る



図A：電池2個  直列つなぎ 電流の大きさが(                )
ほど強く光る
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『電気を送る力』も『流れる電気の量』も
電池が1個のときよりも強くなるので、
豆電球は強く光る。なる。
よって、電池の減りもはやくなる。



(図B)電池2個  並列つなぎ

電池1個のときと電流の大きさ
は変わらない。よって、豆電球
の光り方も変わらない。�

2つの電池がそれぞれ電流を
出し合うので、電池1個のとき
よりも電池の減りが遅くなる。
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電気を通しにくいもの 電気を通しやすいもの

D：紙

A：導線の内側の線（銅）

B：導線の外側（ゴムやプラスチック）
E：アルミニウムはく

C：鉄のクギ
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(温度が下がるほど雲ができやすい)

水蒸気

海の水

高いところほど、温度は低くなっていく)

あたためられる
と気体になる。

水の粒
氷の粒

冷やされると�
水や氷の粒になる。



内側

外側

石の粒が流されにくくなる。=たい積する

土や岩などが、けずられやすい=しん食される
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